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継手の施工手順〈ワンタッチ継手／ドライタッチ〉 ※施工の際は施工マニュアルをご覧ください。

①管の切断 ②管端の矯正と面取り ③継手への挿入
パイプカッター（VP、PE用）を
使用して直角に切断します。

専用の面取り器を使用し回
転させながら、管端の矯正と
面取りをします。
（切粉は確実に取り除いてく
ださい。）

継手のゴミ避けシールを剥
がして、管をまっすぐ継手の
奥まで差し込んでください。

④挿入確認
管端が挿入標線を確実に超え
ていることを確認してください。
(φ10と25mmの場合は
3ヶ所の確認穴により確認）

挿入標線

透明部でパイプ挿入が
確認できます。
（φ10と25mmの場合は
確認穴）

パイプカッター

面取り器

電動式プレス工具セット

呼び径 品 番 価 格品 名

パイプカッター

替刃

JTC37
JTCE37

¥11,480

¥3,480

呼び径 品 番 価 格品 名

面取り器

三層管カッター

三層管カッター（替刃）

UPBT-10
UPBT-13
UPBT-16
UPBT-20
UPBT-25

10
13
16
20
25

¥9,360
¥9,770
¥9,910

¥10,850
¥12,620

呼び径 品 番 価 格品 名

樹脂
ベンダー
（内径用）

UPSBI-PE10×3M
UPSBI-PE13×3M
UPSBI-PE16×3M
UPSBI-PE20×3M

10
13
16
20

¥1,580
¥1,890
¥4,340
¥5,830

三層管カッタープレス式継手用検査ゲージ

樹脂ベンダー（内）

呼び径 品 番 価 格品 名

手動式プレス工具セット（ダイス2点※、ゲージ付）

ダイス各サイズ（10,13,16,20）

UPAS-13,16
UPAD

¥157,430

¥9,850
※ダイス10,20は別売です。

手動式プレス工具セット

※プレス式継手用

呼び径
10～20

品 番 価 格品 名
ゲージUPG ¥21,340

呼び径 品 番 価 格品 名
メカベンダーセットUPSBM    13～25    ¥98.930

配管例 1

配管例 2

配管上の注意点
継手を空調機及び配管に接続した後、ドライフレックスパイプをあらかじめ形状を作り、継手に接続してください。また、ドライフレックスパイプと継手を接続
した後、空調機及び配管に接続する場合はプレス式回転継手をご使用ください。

分岐配管と空調機の間が、1.5m以上の場合の例

分岐配管と空調機の間が、1.5m未満の場合の例

・施工要領書にしたがって管の曲げ加工及び継手の接続を行ってください。
・2～4箇所の曲がりをもった配管としてください。

・施工要領書にしたがって管の曲げ加工及び継手の接続を行ってく
　ださい。
・2箇所以上の曲がりをもった配管としてください。

推 奨 配管全長1.5m以上としてください。

推 奨 分岐位置の調整を行い配管長さを確保してください。

0.45m

0.6m
0.45m

0.45m
0.45m

0.60m

0.45m

0.60m

0.45m

0.45m

呼び径
20～50
20～50

品 番 価 格品 名
UPTC

UPTC-S
¥17,620

¥2,040

施工工具一覧（専用品）

推奨配管例

※写真と現物が異なる場合があります。

メカベンダーセット

・配管を行う場合は保温を行ってください。（推奨：保温材付きドライフレックスパイプ）
・配管の支持間隔は下記に従ってください。

※1：公共建築工事標準仕様書（平成19年度版）ポリエチレン管に準拠。
その他：管に直接支持金具を取り付ける場合は、管の傷防止の為、ゴム内張り又はプラスチック製を用いてください。

横走り配管
（※1）

・弁や器具の荷重が配管にかかる場合は弁や器具周辺を支持してください。
・直線配管の場合は10m毎にオフセット配管を行ってください。

1m以下

呼び径
10 13 16 20 25

間
隔

備
考

配管支持

10～20
–

–
–

呼び径 品 番 価 格品 名
電動式プレス工具セット（プレスジョー13･16用、ゲージ、バッテリー、充電器同梱）

プレスジョー各サイズ（10･13･16･20･25）

UPMN用充電器

UPMN用リチウムイオンバッテリー

UPMNS-13･16
UPMND
DC18RC
BL1815N

¥386,000

¥43,000

¥44,700

¥34,500

10～20
–
–
–
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　他管種との熱膨張性比較
優れた熱膨張性
三層管は樹脂管とは異なり、樹脂と金属を組み合わせる事で、
金属管と同等の熱膨張性を実現しています。

三層管

●架橋ポリエチレン管

●ポリエチレン管

●ポリブデン管

●塩化ビニル管

●銅管

●亜鉛メッキ鋼管

●ステンレス管

100mm

90mm

75mm

40mm

12mm

8mm

6mm

5mm

10m

50K△ t

温度差50℃における
管長10mでの伸び長さ

　ドライフレックスの性能試験一覧

　ドライフレックスの使用範囲 　結露防止性能データ

　保温性能データ（管内の温水輸送温度）

　日本水道協会認証登録証

ドライフレックスパイプ
管M-2

ドライフィット
G-593

ドライタッチ
G-631

気 密 試 験

水 密 試 験

耐 圧 試 験

負 圧 試 験

引抜き試験

試 験 条 件試 験 項 目 結　果

空圧0.6MPa×5秒

水圧0.02MPa×2分

水圧2.5MPa×2分

-54kPa×2分

以下の荷重を一時間負荷する
10mm：480N，13mm：860N，
16mm：1400N，20mm：2100N,
25mm：3200N

以下の条件で内圧を保持する。
温度：95℃
内圧：10mm　1.51MPa
　　   13mm　1.24MPa
　　   16mm　1.16MPa
　　   20mm　1.02MPa
　　   25mm　0.98MPa
時間：1時間

JIS S 3200-7による

継手及び管からの水漏れ無し

適  合浸 出 試 験

熱間内圧
クリープ試験

試料が破壊するまで昇圧する

毎分10mmの速度で引張る

振幅±15mm、毎分60回で100,000回振動させる
（25mmの場合は振幅±5mm）
0MPa→1.75MPaを10,000サイクル

常温→75℃を10,000サイクル

パイプ破断
（試験値）
10mm：8.5MPa
13mm：7.3MPa
16mm：6.7MPa
20mm：6.3MPa
25mm：6.53MPa

パイプ破断
（試験値）
10mm：1.85kN
13mm：2.14kN
16mm：3.26kN
20mm：4.92kN
25mm：7.44kN

継手の抜出し無し

継手及び管からの水漏れ無し

試 験 項 目

参

　考

破 壊 試 験

振 動 試 験

繰返し加圧試験
冷熱繰返し試験

引張り試験

使用温度

最大使用圧力

0～60℃

1.0MPa

61～70℃

0.8MPa

条件：管内温度　5℃

50.2

50

49.8

49.6
0 2 5 10

配管長さ（m）

温
度（
℃
）

保温材厚み 20mm

＜条件＞
■温水入口温度：50℃
■外気温度　　：10℃
■流量　　　　：8L/min

呼び径10

呼び径13

呼び径16

呼び径20

呼び径25

50.2

50

49.8

49.6
0 2 5 10

配管長さ（m）

温
度（
℃
）

保温材厚み 10mm

＜条件＞
■温水入口温度：50℃
■外気温度　　：10℃
■流量　　　　：8L/min

呼び径10

呼び径13

呼び径16

呼び径20

呼び径25

40

35

30

25

20

15

10

5
40 50 60 70 80 90 100

相対湿度（％）

保
温
材
厚
み（
m
m
）

呼び径20

外気温度20度
外気温度25度
外気温度30度
外気温度35度
外気温度40度

40

35

30

25

20

15

10

5
40 50 60 70 80 90 100

相対湿度（％）

保
温
材
厚
み（
m
m
）

呼び径16

外気温度20度
外気温度25度
外気温度30度
外気温度35度
外気温度40度

技術資料

※下記は計算値であり性能を保証するものではありません。

※下記は計算値であり性能を保証するものではありません。

　ドライフレックスパイプの流量線図

流速2m/sでの流量

呼び径

10
13
16
20
25

0.145
0.235
0.370
0.600
1.062

8.7
14.1
22.2
36.0
63.7

流　量
L/sec L/min

(×9.8×10-³）

10.0

10000

0.1

1000

1.0

10 100
0.01

1

流
量
（
L/
se
c）

0.2m/s

1.0m/s

1.5m/s

0.8m/s
0.6m/s

0.4m/s

3.0m/s
2.5m/s

2.0m/s

φ20

φ10

φ13

φ16

φ25

単位長さ当たりの圧力損失（kPa/m)

※凍結しない温度

結　果試 験 条 件
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× 固定 固定
固定

固定

固定 固定

固定

固定

①こじ入れ禁止 ②こじ入れ禁止

③先に形状を作る ④先に形状を作る

使用温度（℃）

最大使用圧力　MPa

0～60

1.0

61～70

0.8
※凍結しない温度

ドライフレックスパイプ及び継手（ドライタッチ、ドライフィット）の施工手順 施工上の注意事項

1）管の巻戻し作業は、管の内外面に傷や異物がつか
ないように平滑な場所で、砂ほこり等のない場所
で作業してください。

2）管が潰れない程度に足で軽く押えて転がしながら
巻き戻してください。

3）短い管の巻ぐせの修正は「スプリングベンダー
外」又は、「スプリングベンダー内」を使用してくだ
さい。

管を強く踏みつけたりして管を扁平させないでください。
管が折れた場合は、その箇所は使用しないでください。
巻戻しが不十分の場合、管の斜め切断になりやすいので注意してください。

1）呼び径に応じた専用の面取り器を使用してください。
2）専用の面取り器を管に押しながら時計回り（右回転）に
回転させ奥まで差し込んで管端の面取りと同時に管の
扁平を矯正します。

1）管挿入前に継手に変形や継手内部に異物の付着などの
異常が無いか確認してください。

2）管の面取り作業後に、管をまっすぐに継手の奥まで差し込
んでください。

3）継手の挿入確認窓から管が奥まで差し込まれたことを確
認してください。

4）専用の工具（電動・手動）に呼び径に応じたダイスをセット
してください。

5）継手の当たり面にダイス側面を押し当てて位置決めを行
い、プレス作業をしてください。

6）プレス終了後、プレスラインが3本あることを確認してく
ださい。（3本以外は不具合施工となり、漏水等の原因と
なります。）

7）呼び径に応じたプレス検査ゲージにてプレス部へはめて
ください。はまらない場合は不具合施工の為、パイプを切
断後、未施工継手を用い再施工してください。

必ず専用の面取り器をご使用ください。漏水の原因
となります。
面取り器のコアを根元まで確実に押し込んでから
回転しないと面取りが出来ません。
管の全周にわたって面取りができるまで確実に行っ
てください。
面取り無しで、継手を接続すると、継手の挿入不足に
よる漏水の原因となります。
作業環境、製品個体差及び作業者によって作業性が
変わります。

管の面取り作業時に発生した切りくずを完全に除去
してください。
管の挿入前に継手に異常がないか確認してください。
管の斜め挿入や曲がった管の挿入は漏水の原因と
なります。

プレス作業中の管の抜けやズレに注意してください。
継手の既定箇所以外をプレスすると漏水、工具の破
損の原因となります。
ダイスが継手端面からずれた場合、漏水の原因にな
ります。
ダイスに小石や砂などを噛みこまないように注意し
てください。
ダイス部とスリーブの間に指先を挟まないように十
分に注意してください。
ねじ付の継手を使用する場合（回転式継手を除く）
は必ず先にねじ部の接合を行ってから継手と管の
接合を行ってください。

プレス途中でのバッテリー切れ（電動式）は充電後、
プレス工具から継手を外さずに再度作動スイッチを
押してください。無理な作業は工具が破損します。
継手の再利用はできません。

保温材の切断は被覆カッターを使用してください。
保温材の切断時に、管へ傷が付かないように注意してください。
管の切断は2.1管の切断（裸管）の場合と同様の手順にて行ってください。

管端部が扁平している場合は専用の面取り器で端部の扁平
を矯正してからインナーベンダーを挿入して下さい。
曲げ位置・角度・曲げR寸法等を事前に確認してから行って
下さい。

運搬や保管時の管への傷や扁平を考慮し、使用前に必ず管の端面から50mm
程切断してから作業を行ってください。
切断時の段切れや斜め切りは、継手接合時の漏水の原因となりますので必ず直
角に管を切断してください。

1 管の巻戻し 4 管端の矯正と面取り作業

5.1 継手の施工手順（プレス式）

1）管端部の場合は、管切断箇所の保温材をずらして
管のみを切断してください。

2）管端部以外の場合は、切断対象部の保温材を幅
約100mm切断し、保温材を除去してから管を切
断してください。

3）パイプの切断は裸管の場合と同様の手順にて
行ってください。

１）呼び径に応じたインナーベンダー（専用）を管内
に差し込んでください。

2）管の曲げ箇所にマーキングしてください。
3）曲げ加工を行う位置にひざを当て、少しずつ管の
位置をずらしながら曲げ加工してください。曲げ
加工は最小曲げ半径以下で曲げてください。

2.1 管の切断（裸管）

2.2 管の切断（保温材付）

3 管の曲げ加工

保温厚
10mm以下
10mm以下
20mm

10mm以下
20mm

10mm以下
20・30mm
10mm以下
20・30mm

呼び径
10
13

16

20

25

最小曲げ半径
R56
R64
R150
R80
R200
R100
R250
R128
R300 1）管挿入前に継手に変形や継手内部に異物の付着などの

異常がないか確認してください。
2）継手の先端のゴミ避けシールをはがしてください。
3）管の面取り作業後に、管を継手の奥まで真っ直ぐ挿入し
てください。

4）管端が全周にわたって挿入標線を超えていることを確
認してください。（呼び径25は確認窓で挿入確認）

管の斜め挿入や曲がった管の挿入は漏水の原因と
なります。
ねじ付の継手を使用する場合は必ず先にねじ部の接
合を行ってから継手と管の接合を行ってください。

5.2 継手の施工手順（ワンタッチ式）

100

コア

インナーベンダー

当たり面

プレスライン

ダイス

100mm

挿入確認

標線

呼び径25　確認窓

※実際の施工に当たっては別途「ドライフレックス施工要領書」を参考の上、施工してください。

1）呼び径20以下の場合はパイプカッター呼び径25
の場合は三層管カッターをご使用ください。

2）管に対して直角にして管を切断してください。
3）切断面の変形防止のために切断時は、徐々に切り
込んでください。

継手接続部から少なくとも100mmは直線部を確保してから
曲げてください。
管端部が扁平している場合は専用の面取り器で端部の扁平
を矯正してからインナーベンダーを挿入してください。

曲げ位置・角度・曲げR寸法等を事前に確認してから行ってください。
管より短いインナーベンダーを使用する場合は左右に分けて曲げてください。
最小曲げ半径以下で曲げないでください。万が一、管が座屈したり、折れた場合はその
部分を切断・除去してください。
管の同一箇所を繰り返し曲げないでください。
曲げ加工は管の座屈防止の為、必ず専用のインナーベンダーをご使用ください。
継手を支点とした曲げ加工は漏水の原因になりますので行わないでください。
管の曲げ加工は継手を接続前に行ってください。

1）取扱い上の注意点
給水・給湯用配管に使用し、エアー配管、薬液配管や蒸気配管等には使用しな
いでください。
最高使用温度及び最大使用圧力を守って使用してください。

70℃以上の温度を発生する熱源機器には使用しないでください。
上記の範囲を超えた領域で使用した場合は、管・継手が破損し、重大なけが・
火傷などの事故を引き起こすことがありますのでご注意ください。
結露や凍結の可能性がある場合は保温の処置をしてください。
結露や凍結により、器具が破損し、財産損害発生の恐れがあります。
継手を支点にして曲げるような使い方をしないでください。
使用に際して給湯器の故障等による異常高温の発生や配管時のウォーター
ハンマー、脈動を考慮してご使用ください。
防火区画を貫通する場合は、適切な処置を施してください。
ドライフレックスの保温材厚さは、条件等を考慮の上、必要な保温厚さを選
定してください。
配管に直射日光を受ける場合は、必ず耐候性能を有する保温材かテープ等を
使用し、管・継手全体に被覆を行ってください。
配管用保温材の端部は経年変化などにより収縮する場合がありますので、必
ず保温材端部をテープやインシュロックなどで継手や機器側に固定してく
ださい。（使用環境に応じて耐候性がある材料を選定してください。）
配管保温材が不足している場合は、継手用保温材（別売）を使用してくださ
い。配管が露出した場合は、紫外線劣化になどにより損傷し、漏水事故の原因
となります。

2）保管上の注意点
炎天下や極寒の場所に放置しないで、屋内に保管してください。
床の上にクギ、突起物、段差が無いことを確認の上、段ボールやベニヤ板など
を敷き管に傷を付けないようにしてください。
保管場所に溶剤・ペンキなどを置かないでください。溶剤などが付着すると
管や継手が劣化するおそれがあります。
保管場所では火を使用しないでください。火の粉や熱によって管や継手が劣
化するおそれがあります。
管の特性上、たわみが生じる恐れがあります

3）運搬上の注意点
商品及び商品の入った梱包ケースの投げ出しは絶対に行わないでください。
衝撃によって管や継手が破損するおそれがあります。
管を運搬する時は、必ず持ち上げて運搬してください。引きずり、投げ出し等
は絶対に行わないでください。
輸送時の衝撃等で、管の特性上、たわみが生じる恐れがあります。

4）管の施工上の注意点
工事中の衝撃や踏みつけによって、管が座くつしたり、折れたりした場合は、
その部分を切断・除去してください。
屋内の転がし配管で段差部分や管が交差する部分には、段差スラブカバー等
を使用して管の座くつ防止を行ってください。
外部衝撃や凍結防止のために保温材などで防護してください。
管に直接支持金具を取り付ける場合は、ゴム内張または、プラスチック製を
使用してください。
継手を支点に曲げないでください。管が座くつするおそれがあります。
ドライフレックスの支持間隔は、所定の寸法に従ってください。
防火区画を貫通する場合は、適切な処置を施してください。
座付給水栓エルボ等をあらかじめ固定してから継手をプレスする際は、プレ
ス工具がセットできるようにすきまを確保してください。
おがみ合わせ配管は、こじ入れ接続（図①②）となり、管が継手受口部で折れ
ることがりますので行わないでください。このような場合は図③や④のよう
に長さにゆとりをもった形状を先に作って接続してください。
管に溶剤等が付着した場合や、雰囲気中にあると劣化する恐れがあります。

5）継手施工上の注意点
プレス式継手のスリーブが変形したものや、はずれたものは使用しないでく
ださい。漏水の危険があります。
管を継手に挿入する際は、管が挿入確認窓から見えるまで奥に挿入してくだ

さい。挿入不足では漏水の危険があります。
接続時には、管の内外面を清掃してください。
管は斜めに切断しないでください。挿入不足につながり漏水の危険があり
ます。
管の端部内外面を必ず専用の面取り器で面取りしてください。また、きりく
ずは必ず取り除いてください。パッキンの傷つき、パッキンへの付着による
漏水の危険があります。
プレス式継手を2回以上圧縮しないでください。
ネジ付きの継手は、先に機器へねじ込んでから管を接続してください。
プレス式継手のスリーブ部を工具でつかんでねじ込む事は、破損のおそれ
がありますのでやめてください。
パイプレンチ使用時は、ねじ部近傍の金属部分をつかんでねじ込んでくだ
さい。
継手を分解しないでください。漏水事故発生の原因となることがあります。
土中の埋設配管には使用しないでください。
一度施工すると管がはずれない構造になっていますので、継手の再使用は
できません。失敗しないよう慎重に施工してください。
継手に溶剤等が付着した場合や、雰囲気中にあると劣化する恐れがありま
す。

6）工具取扱い上の注意点
必ず専用の工具を使用して施工してください。専用工具以外で施工した場
合、漏水の危険があります。
工具のプレス部に指等を近づけ挟むと非常に危険です。プレスする際は、指
等を先端部に近づけないようにしてください。
ドライフィット（プレス式継手）用工具の使用にあたっては、工具付属の取
扱い説明書をご使用前によくお読みの上、正しく安全にご使用ください。
ドライフレックスパイプは、水道用架橋ポリエチレン管やポリブテン管及
び類似品とは寸法が異なりますので施工にあたっては、ドライフレックス
パイプ専用の継手（ドライフィット、ドライタッチ）と専用工具をご使用く
ださい。
スプリングベンダー内使用時は、管から無理に強く引き抜かないでくださ
い。管内面の傷つきやスプリングベンダー内の破損原因となります。

7）水圧検査の注意点
水圧検査を行う際には、エア抜きを行ってください。（エア抜きが不完全な
場合、水圧の不安定や継手が抜けた時、身体に当たる危険があります。）
テストプラグ使用後は、管端部を必ず切除してください。
ドライフレックスは、水圧検査時に水圧を負荷すると時間の経過とともに
若干の水圧低下をきたすおそれがありますのでご注意ください。

8）その他の注意点
管端、管表面、管内面に傷がついた場合、その部分を切断除去してください。
管には適当な保護を行うこととし、殺虫剤、防腐剤（クレオソートなど）、液
体洗剤（界面活性剤）防蟻剤などを管及び継手に直接吹き付けたり、塗った
りしないでください。
管の上に乗ったり、ぶらさがったりしないでください。
給湯器の追い炊きが機能しない場合がありますので必ず下記事項をお守り
ください。
●使用する継手は往復４個以下としてください。
●呼び径10で配管される場合の配管長は片側11m以下（往復22m以下）と
してください。
本製品を室内で配管する際、更新を考慮し、容易に取り替えができる様、配
管経路を考慮してください。
本紙掲載事項以外の事項については、弊社最寄の営業所までお問合せくだ
さい。
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